
明石川見層について

安藤保二・橋本 久
本県における現世層の海の半化石は10個所程知られて | の海面より川原面は約 2 mの高さと推定する。工事現場
レる。中でも西宮の宮水貝層は有名である。 (1)先年古J 1 1 1 にあるボーリング資料によると、川原面より約 6 m下ま
博二氏の報告された神戸第7突堤の貝もその大部分が同 iで、は灰軍事色砂で主にチャートからなっている。その下11
時代のものであろう。( 到明石付近については牧田晴行氏 1 m 程まで 5 mの厚さの暗灰色シルト層におびただしい貝
採集のものを森本義夫氏が報告されたことヵ: あるが、こ | 類を含んでし、る。( これを上部貝屑と呼ぶ) 更に下方 3 m
れは詳細が公表されなかっt::.o (3)昨年 6月頃、国鉄明石! は磯質粗砂、砂質粘土の互層があり、その下部に黒色の
川鉄橋々脚工事が相当大規模に行われ、その際多数の貝 ! 腐埴土がある。その中からマツ? の果実を得た。その下
殻が露出したn 筆者等は明石市立衣川中学校科学部員の | は 6 m以上の青色砂層となり、ここにも第 2の貝層が認
協力を得て多数の半化石標本を採集することが出来たの ! められる。( これを下部貝層と名付ける) ボーリングは東
で、その大要にっし、て報告する。層位等につし、てはデ | 西 2本あり、両者で黒色腐埴土層および青色砂層のトッ
ータを閲覧させて戴いた工事現場事務所の方々の好意に |  プは約 3 m高さに違いがある。
負う所が多く紙面をもって厚く感謝したい。
C層位概略ユ
現場は明石川々口より 2km上流にあって、先に牧田氏
の報告された場所より数 100m-上流の位置である。現在

C貝類リストコ
番号 和 名 学 名
1  イボキサゴ Umbonium moni1iferum (Lamarck) 
2- ス ヵー イ Lunella coronata coreensis (Rec1uz) 
3  へナタリ Cerithidea cingulata (Gmelin) 
4  イボウミニナ Batil1aria zonalis (Bruguiere) 
5  ホソウミエナ Batil1aria cumingii (Crosse) 
6- ツメタガイ Neverita didyma (Roding) 
7  ムシロガイ Nassarius livescens (Philippi) 
8. アラムシロ Nassarius festivus (Powys) 
9  ノ、イガイ Anadara granosa bisenensis Schenck et Reinhart 
10. イタヤガイ Notovoa alvicans (Schroter) 
11 イタボガキ Ostrea denselam巴llosa Lischke 
12- イワガキ Ostrea nippona Seki 
13 ハマグリ Meretrix meretrix lusoria (Roding) 
14. オキシジミ C yc1ina sinensis (Gmelin) 
15 カカ「ミカ‘イ Dosinia japonica (Reeve) 
16. ウチムラサキ Saxidomus purpuratus (Sow巴rby)
17 ア サ Venerupis japonica (Deshayes) 
18 ヒメシラトリ Macoma incongrua (v. Martens) 
19 ムラサキガイ Soletellina diphos (Linne) 
20. オオノガイ M y a  japonica Jay 
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上の表中頻度を示す符号は次の通りである c a  (極め
て多産)、 m (多産)、 f (少産)、 r (稀産)、 x  (産 L な

Cリスト中気付いた点コ
] イボキサゴはイボは著しくなし、が、ヘゾの広さカ‘ら見
て明らかにイボキサゴであると考えた。

2 イボウミ二ナは極めて多く、また著 L く発育が良レ。
この n層特にと部只層の主要メンノ、ーである。

3 ツメダガイは半化石によく見られる(4)背の高L ¥ ヘゾ
孔の滑層で被われたものである c ホソヤツメタ (5)と同
じものかどうカJ土判らなL これと同じものが、第 7
突堤でも採集されてL 、るつ

4 ノ、イガイはよく発達したもので、左右両殻そろってレ
る故明らかに生体であるc また bisenensis の特徴を
よく現わL てしる乙現在明石付近では殆ど見カ、けなレ
し、稀に見付かつても小型のものである c

5 腹足類 8種、斧足類12積で種類数は斧足類の方が多L、
が個体数はイボウミニナが極めて多く、ヒメシラトリ
ヵこれに次L、でいる. t:'iに上部n府は両種で特徴付け
らオ1てL 、る

府腹足類は生fl、か、死只ヵ、判別することが難しL、が斧足
類は丙片そろったものは生貝と断じてもよL 、と考えら
れる( それによると、上部門隔ではノ、イガイ、オキシ
ジミ ヒメシラトリが生Rで、イタヤガイ、ウチムラ
サキは破片で明らかに遠くより運ばれたものである。
下部R 隔ではカカミガイ、ムラサキカイ、ォオノカイ
ヵ:生:Hであること力、判る r

町民の生態に関する考察〉
貝類の生態につL 、ての報特は多数あるが、今回は波部

忠重氏の田辺湾における研究(6)天草における研究開を参
考にL たn これによると、 [:J'iI¥屑に多L 、イボウミニナ、
オキシジミ、ヒメシラトリは湾奥砂泥肢の表棲型であり
アラムシロはアマモ需のものである c この事から上部貝
屑はJt f '積当時は強L 、内j情性をもった干潟の砂泥地で、や
や深L、所にはアマモがあったのであろう。イポキサゴは
弱内湾性と言われてL 、るか数もやや少なく種々の方法で
外部から運ばれたと考えてもよし 下部貝層だけに見ら
れるカガミガイ、イげガキ、ハマグリ、ツメ夕方イは内
精性の弱L 、ものであるが特に後の二者は数も少し生死
は判らなし故、あえて弱内湾性を強調することは出来な

(p.191より続く)
告fi1¥[染色体 lてに遺伝子があるもの
S y n  (shaven naked 胸、腹部の剛毛及び毛の多く
力、な，)
ey (eyeless 、)

L 、ο 数は少レカ、オオノガイのようなi尼訪れ、所に生息する
ものの生貝があることはやはり相当入江で泥深カの Iった
と考えてもよし¥ つまり下部すなわち早期には外海にや
や近レ泥深L 入江であったものが、土砂の堆積と共に益
々入江が狭くなり表棲型のn群衆に変化L て行ったので
はなかろうかζ

日吉 ひコ
以上述べた司王を総合すると次のようになるこはじめ比

較的外海に闘し、た広L 、入江で、カガミカイ、イワカキ、
イタヤカイなどカ、棲入、少数のムラサキカイ、ハイガイ
ハマグリ、アサリも居る砂地の海であったこその後川水
が周閉より多量の泥を運び植物カ、堆積L 、L 、よL 、よ泥の
運ばれ方カ h多くなって消口は狭くなり細長し、入江になっ
た。この入江は現在の「落合J にまでおよんだ (8)この
深い入江にはイボウミニナ、ヒメシラトリ、オキシジミ
が多数住んで¥.tニイボキサコ、スカイは住んでいたのか
ヤドカリなと、で運ばれたのカミ明らカそなレ 小説「源氏
物語」の光源氏が罵[ - : : 、入江に映る月影を愛でながら同
館に通ったと考えるには時代的差カ1ありすぎるカミも知れ
なレが、想像L ても不都合はあまりな¥ . それと前後L
て地殻変動があって東問問に軽微な傾きがH¥来、以前カ}
らの徐々の沈降は停止された。それから後は現在程遠の
見る明石川の姿でチャートの大小磯7 '0 tf'積 L て入江を埋
めつくし川原となったのであろう η そ L て海は 2 kmの南
方で波を寄せてし、る c 現在ではこの位慌に立派な鉄tffiカ月
出来上り明石川貝腐は見ることが出来なレ。
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